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I はしがき
カナダ，オンタリオナ['1南部の農業開発は， 1880年頃に終了したといわれる.この頃までに農業が可
龍な地域のほとんどすべてが，占拠され開拓された.北部の楯状地においても，開拓道路沿いの土地
られたこともあって，入植が進んだ.Reedsは農業統計やオンタリオ農業委員会の報告
よびその他の史料から， 1880年における南オンタリオの農業地図を作成したり.これによると，
γタジオの大部分は伝統的農業 (GeneralFarmjng)地域，すなわち自給的な色彩の強い混合農
業地域に分類された.当時最も重要な換金作物は小麦であり，収量や価格はたとえ下がっても毎年毎
年小麦を生産し， 自給分を除いて余罪IJが販売された2) しかし， 1900年代に入って農ー業の地域分化が
進み，ことに 1940年代以降の急速な都市化によって南オンタリオの農業地域は再編されていった.
楯状地などの土地条件の惑い地域からは農業が後退する一方，都市の後背地では酪農地域や果樹・野
菜地域が形成された.自然条件と市場に恵まれた南オンタリオでは，現在カナダでも最も多様な農業
がみられる.
この研究の課題は多様に展開する南オンタリオの農業を系統的に整理し，その地域的特質を捉える
ことである.そのために，今回は農業の基本的単位である農業経営体，すなわち農場に着目し，まず，
農業経営の類型を確認し，主要な類型の特質を事例の分析を通じて検討する.次いでそれぞれの農業
経営類型の分布から， i詩オンタリオの農挙地域の性格解明を試みる
ところで，南ォ γタリオの農業経営類型および農業地域についての研究としては， ¥iVhitakerのも
のがまずあげられる3) 彼は Hartshorneら4)や Baker5)が北アメリカ大陸の農業地域区分において
南オンタリオを酪農地域として一括して取り扱ったことを基礎に，乳牛頭数，搾乳量，加工工場の分
布などからより詳細な南オンタリオの酪農の地域差を検討している.Hudsol1ら 6)と McArthurら7)
や Reeds8)のiJf究は主要作物と家畜の分布を参照して，経験的判断-に基づいて南オンタリオの農業地
域区分をしたもので，客観性にやや欠けるが，かなり適切に当時:の農業地域の禄杷を整理し説明して
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いる. CtlεLpman と PU土nan'lの研究vt9)， I~I 然土也j或区分に従って i羽オンタリオの農村京:~llto_) )t~)武と
特色を明をに記述している. さらに Sterrettはi去|子分析法によって出オンタリオの農業Jl!，J与えを総合
的かつ容器晃的に区分したものとして評価iさ才ιるが]0) 変数の選択に岩干のi問題があるようトこ思われ
る Paulは Thomasによる{修正ウィーパ法をイ史却し，作物の組み合せからオンタリオt主主ミの地域
差を検討している11)
これら dコ研究は農業を地域自勺に整理し，え・言己述するという点で浮F{ïUiできるものである 7J~，農業
の地域差2vるいは変動パター γ のそデノレ化， すなオっち基本的構造の認識とそれによる2業地1或の形成
要因の検言寸にまで至っておらず，この点に吟後の干すけどの余地がある.このような祝点に立った最近の
研究で典掛ミ深いものとして Keddieによるものが式ろげられる 12) 彼は 1951fj三から 1966~:I三まで、のタウ
ンシップこ了との主要農産物販ヲ己額，農主也の苦言見少率， 農村人!こi率などをはじめ多くの農業地区比f総合し
農業地域医互分を行った.彼の研究は，南オンタリオーの農業地域を椅状地と東ォ γタリオ，仁中|
オンタリオ一， 都市軸の 4つに分けけ- i農農襲長:業の土也域幼i的拘随己置にお制(け，づうす、る者剖都|日:市の!影j彰長響力を強調している駒 この報
告も同様ιコ立場から，南オンタリオ;農業の主主本的j特造の認識の手がかりを探ろうとする.さらに，カ
ナダにおし、ては農業地理学研ヲEの歴史ヵ:浅く 13)，f}主主業の基本的単位であるf足場のとそのj:也域的特
質の検討と類型化，さらに主要な操業現象。コ分布とその特質の分析など，基本的な知識の蓄1買が不足
しており， この報告もその点で何らかの貢南犬ができるものと忠う
II. 南オンタりオの自然的基盤と農村景観
南オ γ タリオーはカナダの東南部に位置し， 南はオンタリオ湖とエリー湖，東~t ヒュ{ロン市J，北は
オタワ)J I干こ屈まれた半島状の主主域である T事オ γ タリオは北綿t42J支から 46!主までの範i却に;よくが1
日本の北海道とほぼ同じ鵠度にある(第 11玄l).面積は11.6万 km2で|ヨ本の北海道と九州、|を加えた広
さに相当すL るが，カナダ、全体のわず、か 1.396にすきfない.1976年の国勢調査によると，この地域に
748万人泊三居住しており，これはカナ夕、、全伺三の 32.5%にあたる(第 1表).この結果，人口密j支はカ
ナダ全併三qコ平均が 1km2当り 2.5人に)すぎたμ、のやこ i有オンタリオのそれは 64.4人となり， 北海道
の人口密忍芝にほぼ等しい. カナダには人口 20万ιl上のセンサス大都市地域 (CencusMetr叶コolitan
i¥rea一 Cl¥1A)が15あるが，そのうちの 7つがこの地域に位置する14) ここはカナダの政抗告的・経
済的中心であり 3 ケベックナ1'1 南部とともにち~eates によってメインストリ戸トと名づけ‘られてし、る 15)
カナダ全体の農業の中で占める地位も高く， 77，00むのオ γタリオ州の農場が， 2，770百万ドノレの農産
物販売伎をあげ，これは農場数で、カナダ全体の 25.7%， ;農産物販売制で27.8%に相当する. i有オン
タリオーはオ γタリオリ十lで農場数でも農産物販売額で、も約 95%を占める. なお行政的には，オンタリ
オナHの53の郡のうち南部の 43の郡の範囲カi一般ドこ南オンタリオとよばれており，それぞれの郡がタ
ウンシッフ。に細分されている. 郡の位置と名称は錆雪 21玄|に示すとおりである.
南オ、/ニタリオはカナダの最l菊端に位置し， カナタοでは気候や土擦などのIgj然条件に最も恵まれた地
域である嶋 しかし，ケッベンの気候区分によるとJ令帯多雨気候 (Df)に属し，農業にとって_-般に厳
しし喋魔である.南オンタリオの降水量は場所により比較的均一で， 800"-'900 mmである.月平均|砕
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第 1思i南オンタリオの位置と大きさ
Figure 1. The Locatiol1 and Size of Southern Ontario 
第 l表南オンタリオの地位 (1976年)
Ta])le 1. Southe工nOntario Share of Canadian Land and People 
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水量:は場所によってやや異なるが， 60i90mmで、最多降水月と最少降水月との差は 25mmにすぎな
い.ただし，南オンタリオ州北部にゆくと， )ヲによる絡差が大きくなり，湿潤な夏季と乾燥した冬季
との差が50'"'"'75mmとなる16) 月平均気温は南部のエセックス君[)で最寒月の l月で -50C，最暖月の
7 月で 220C であるが，間苦I~のウェりントン郡では 1 月が -SOc， 7月が 200C，オタワでは1月が-
120C 7月が 200Cとなる.ところが南オンタリオ北部では， 1月の平均気温が -lS0C，7月の平均
気温が 170Cである問は南部のエセックス君1)で170日，西部のウェリ γ トン郡で140日，オ
タワで1301:1であるが，北部のパリ{サウンド郡やレンフリュ{郡では 110"'100自になる.植物が
20 
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第2図 南オンタリオの君.1$と自然、環境
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Figure 2. The Physica.l Base for Agriculture il1 SOllthern Ontario 
最低気温 OOc，日平均気温 420F(5. 60C)以下になると成長を止めてしまうことに着目した Chapman
と Brownは17)，日平均気2孟 420F以上になる成育期間についてJ 日斗Z:f均気温と 420Fの差の総和によ
る一種の積算温度を算定した. これによると積算視度 4，000の綜カ;18)， 実取りトウモロコシや大豆，
シュガ{ピ{ト，その他の南オンタリオの換金作物が良好に成育するオヒ!現であるが，積算温度3，500""
4，000の間でも実取りトウモロコシと大豆が一般に栽培されている. 右ミ算温度3，00"'"'-'3，500になる
と実取りトウモロコシの栽:i若b立困難で，サイレ Fージ用のトウモロコ、ン十こ変る.3，000以下の積算温震
では，牧草が主体となる〈第 2図)• 
地形的には南オンタリオ北部から東部にイiわびる楯状地とその他の地岐に区分できる.前者はプレカ
ンブリア期の基盤がむき出しになっている地域が多く土壌はきわめて薄い.後者は氷河の堆積物によ
るゆるやかな起状が多くみらオ1るが3 全体としては平坦で-土壌も厚い.ブJナ夕、、の環境省(Environment
Canada)による「農業のための土壌評価 (Soi1Capability for Agricul ture)Jは，カナダ、の土壌を7
階級に分類している.クラユ 1が最高で普通の畑作物の栽培に何らの陸詳害のない土接，クラス 2はわ
ずかの障害のある土壌，!lラス 3は中程度の障害があり注意探しづニ土也f菅理が必要な土壌，クラス 4以
下は普通の作物には適さない土壌である 19) 南オンタリオではクラス 1土壌が 15.4%，クラス 2土壌
が工5.4%，クラス 3土壌が 10%を占めている 20) これらの土壌の分布をみると， 南オンタリオの西
部からオンタリオ湖ぞいにbまクラス l土壌が広く分布し，南部のエセックス，ケント，ランプトンの
各都からナイヤガラ半島に至るエリ(湖ぞいにはクラス 2土援がj去がっている.東部のオタワ周辺で
はクラユ 1'"'"'4の土壌がモザイク状に分布する.そして北部から東部に広がる楯状地は全く農業的に
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{匝{直のないクラス 7土壌に分類されている21) 以上のような自然条件の地域差は，景観に明瞭に反映
されている.
南オンタリオに!::Jf:fl~ ï6 ~ら，四音I~にかけては，氷河のJífi積物から成る j王がゆるやかに起伏する地形がみ
られ， J王の上には19世紀の建築様式の名ごりをとどめた並々とした住宅と，オンタリオ/':::，.-ンとよ
ばれる大きな苦手舎，高くそびえるサイロ，業'iしい機械収納庫から成る農場が点在している.土地利用
をみると，アノレフアルファをに|ごl心とした牧草3 トウモロコシ(突取り用とサイレ{ジ用がある)， ミッ
クストグレーン(大変とライ麦の混植〉の 3つの作物の栽培が卓越している.これらはいす。れも飼料
用作物で、あり道産指向のオンタリオ農業の姿勢をうかがわせる.宅地の周囲や湿地，撲の多い場所は
牧場になっていることが多く，乳牛のホノレスタインや肉牛のへレフオ{ドが，天気のよい日には群を
なしている.
南部に向うにつれて，地形が平坦になり気温が高くなることからも，実取りトウモロコシ，小麦，
大変なとやの穀物栽培が卓越するようになる.中部や南西部の苦言舎とサイロに代って，穀物の乾燥機と
貯蔵施設がめだつようになる.この地域のエリ{湖岸には，桃，桜桃3 プラム，梨などの果樹窟や野
菜や花井栽培を行う温室がみられる.エリー湖ぞいに東に向うとグランド川の三角州の砂質土壌地を
中心にタバコ栽培がみられる. I釣瓶林となっている松に囲まれたタパコとライ麦(タバコと輪作され
る〉の焔，そしてタパコの乾燥小屋と育苗のための温室が，この地域独特の景観をつくっている.さ
らに東に向し、ナイヤガラ半島に至ると，オンタリオ第 1の果樹地域が広がる.ブドウ，桃，桜桃，プ
ラム， リンゴなどが栽培されている.ブドウは大部分ワインに加工されるため，ワインの醸造工場も
ここに立地している.オンタリオ湖沿いには，温室やリンコ、を中心とした果樹闘が東に伸びている.
また近年，都市の近くの湿地の排水事業が進められ， レタスやニンジン，セロリ，パセリなどの野菜
栽培が伸びている.ここでは，八ヶ岳山麓や菅平のような日本の高冷地と極めて類似した農業景観が
みられる.
南オンタリオ東部では，中部や南西部と比較するとやや小型のサイロや畜舎がみられ，土地利用は
牧草栽培や牧場が多くみられる.北部から東部に広がる楯状地の大部分では，あちこちに赤茶けた岩
石が露出し，カエデやシラカバ，ブナなどから成る林地が卓越している.部分的に土地条件に恵まれ
たところは，牧草地もしくは牧場になっており，肉牛が放牧されている.
このようなおおまかな農村景観の観察によっても，南オンタリオの農業経営の多様さを認識するこ
とができるが，次にどのような農業経営が南オンタリオで重要であり，それがどのような特質を持つ
ているかを検討してみよう. ??
?
III. 南オンタ 1)オにおけ否農業経営類型
III-l. 主要な農業経営類型
農業経営を分獄し類型化するためには，経営耕地面積，販売農産物，労働力や機械力，資本など多
くの指棋が考えられるが，ここでは，プJナ夕、、の農業センサスに採用されている各農場の主要農産物に
よる類型化を利烈することにする， この類型化は， 1961年には農産物販売額1，200ドノレ以上， 1971 
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年と 1976年は農産物}販売紙2，500ドノレ以ー !この農場を対象とし， 総決産物販売総の 51%以上を占める
最も重要な農産物で農場を性1名づけたものである.たとえば益刻決場とされたものは，このiAi;場の総
農産物販売額の51%以上が養鶏業によるものであることを示している. 1976年のセンサスでは，的
農と!殉牛J巴育，養豚，養鶏，小麦栽培，づ¥穀物栽培，小穀物以外の作物栽培，果樹 ・野菜栽培，施設
医院など，組み合せ，の 10類型があげられているが，1961 年と 1971 年の場合には肉牛JJ~育と養豚が
分隊されていなかった.
1976年の 10類型の うち 3 国各i長v主総農産主4女IJ販売額十こI:!iめるミルクやi崎製1の販売制が51%以上のも
の， または総農産物販売額の 40から 50.996をミノレグや防製品が占め，その他に仔牛や肉ι|ニのj販売を
加えると全体の 51%以上になるものである.また小穀物栽培;は小麦やオート変，大変，ライ麦，ソ
パ，突取りトウモロコシ，大豆，ヒマワリ，ナタネ，マスタ{ドを合むすべての般物から得ら才Lた販
売:綴が全体の 51%以上をIさめるものであるが， このうち小麦栽培として分類されたものを除く.小
穀物栽培以外の作物栽培は，牧草の種， ジャガイ モ，シュカ ビー ート， タバコ，その他の作物からの
販売額が5196以上になるものである 施設閤芸などには，温室悶京31iY木p 切り花，球根，マッ 、ンュ
ルームなどの栽培，羊や馬，ヤギ，毛皮獣の飼育，養峰などが含まれる.組み合せには，家誌の組み
合せと作物の組み合せ，およびその他のtaみ合せが含まれる 22)
以上のような基準でそれぞれの類型に分類された農業経営体，すなわち農場の数と割合は，第 2表
に示されたとおり である.1976年には肉斗ニjJE育に分類された農場が 17，265で最も多く ，これは全体
の26.5%を占めた.次いで酪農の農場が l4，847で22.8%，小穀物栽培の農場が13，275で20.4%を
第2表 ー南オソタ リオの操業経営類型
Table 2. Cencus-farms with Sales of S 2，500 01' Mo1'e CJassified by ProdはctType 
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資料:操業センサス
1971年と 1976年は農産物販売額 2，500ドノレ以上の良ー家を対象としたもの 1961年は
農産物販売額1，200ドノレ以上のガ長家を対象としたもので3 この年の 2，500ト守ノレ以上
の農家数は69，667.
カナダ，南オンクリオにおける農業経営類型 23 
占めた，この 3つの狽型が 1976j:1ミには重要なものであったが， 1961年と 1971年の場合を比!佼する
と3 小穀物栽培の急治!と閉会燃や肉牛J己育そして養!抵の減少が特徴的である n両杉;引生の交配の実取り
トウモロコ、ンの71f及によって近年!、ウモロコシの栽培可能地域が拡大し，農作業が比較的単純で矯穂
期と収穫期を除くと労働時間が少し、トウモロコン栽培に専業化する農民が増加した.このことが穀物
栽培j広大の 1つのJ]日I:I:!と考えられるが， ただ 1976年の;農業センサλは1961年や 1971年のものと比
較すると精度がやや落ちるとされており，それによって穀物栽培に分類された農場数が誇張されてい
るT可能性がある.これらの 3つの類型の次に重要なものは，組み合せと養j琢と果樹・野菜栽培の農場
であり，それぞれ全体の 7.8%，6.8%， 5.5%を占める
他方，オンタリオ州、11.長務省による 1978年の主要農産物のオンタワオ州全体の総販売額に占める割
合をみると 23) 第 1イ立が肉牛の 24.6%，第 21立がミノレクおよび酪製品の 15.6%，次し、で豚の 11.9 %，
タバコの 7.5%，養鶏の 5.9%トウモロコシの 5.5%となる.これにより， 肉f:jニJlE1寄と
は明確となった.さらに杓イ寸面積や家畜数， )販売額においてオンタリオナトjがカナ夕、、全体に占めるシェ
アーの高い農産物などから検討して，養Jl家と突取りトウモロコシ栽培，タバコ栽培，果樹栽培が重要
なものであると判断した そこでこれらの農業経営の事例の分析から，それぞれの特徴を考察するこ
とにしよう.
IlI-2. 股業経営の事例
1980年 1月から 6j=Jにかけて， 1有オンタリオーの西部を中心にして約 3Dの農場で‘土地手IJHJおよび!却
さ取り制査を行った 農場の選択にあたっては， )おオンタリオの主要な農業経営類型を代表するよう
な平均的な技場を 2 グウェノレフ大学地理学教室や畜産学教室， !認芸学教室，オンタリオ州、iのタバコや
果樹および野菜の農業試験場のスタップに紹介してもらった.ここではそのうちの 6つを取り上げる
が，それらの農場の位置は，第1玄|に示すとおりである.
1) 騎農)技場の1flJ(Pinkney 7.農場)
酪農をに|コ心にしている PinJ王ney農場は， トロントの西 100kmにある人口 7.5]]のグウェノレフの
市街地から車で北西に 15分ほどのところにある. このイ;L;出土地形が平坦で， 土壌評錨によるとクラ
λ1土壌が広がっている.この農場の総面積は370エーカー (149.0ha)であり，宅地の周辺にある
220 ユニーカ~ (88.9 ha)は自作地であるが，この他に 150エーカー (60.6ha) の土地を11~" りている 24)
担父がこの1技場を得た時には 100エーカーの広さであったが， 現在のi出品:主が 1957年に父から譲り
受けた Il~j:は 145 エ(カーとなっていた. I iJ.967年には束の部分の 75エーカ{を購入した
この農場の土地利用をみると，住宅や畜合などの宅地が 15エ{カー，林地が20エーカー，農地は
335エ{プJ'ーである.農地のうち 40エ{カーは牧場にキ!J)刊され， 86エーカ戸のアノレファノレファ， 40 
ユ二~ ')J'ー のミック λトグレーン， 159 ニc.~プ) ，ーのトウモロコシが栽培されている.第 3[2:1 は I~I 作地の
土地別j刊を示したものである.東四が1， 268111， i有::[ヒが 1，550111の広さである.宅地は 2カ所みられ
るが，北部には世持主夫婦が住む住宅と，畜舎3 作業合3 機械格納庫3 穀物貯蔵庫p サイロがあり，西
部の宅地には長男夫婦が住む住宅と畜舎がある.1979年の自作地の収穫応j積は， トウモロコツ 28エ
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{カ.--， ミックストグレ r ンー 24ユ{カ，ア
ルフアノレファ 80コニーカ戸であった. この農
場のfF牧!のJ民:設はア/レブアルファが年 2回メIj
り13zり工エ{カ{当り 2.3トン (lha当り 6.2
トン)， ミックストグレ「ンが 1コ二戸カー当
り1.75 トン (1ha当り 4.3トン)， 突取りト
ウモロコシが 1エーカー当り 2.3トン (1ha 
当り 5.7トン〉とオンタリオ州の平均よりも
し、ずれも高い.連作陣容を|坊ぐために， トウ
モロコ 、ンを2年間栽培した後， 1年間ミック
ストグ、レ./~ンを栽培し， さらに 3---4年間ア
/レブアノレファを髄え再ひ、トウモロコシを栽培
するといった輪作方式を採用している.
飼育手LLi二頭数は135Djえであるが，そのうち
搾乳牛b主 60頭， 2)歳以」二の未経産止|ニが45頭P
2歳未百奇の仔牛が30頭を数える.畜舎は関
口が約 15m，奥行きが 35mの大きさであ
り，こオ'L~こ付属してパノレクタンクのあるミル
ク室と， 直径 6m，高さ 21mのサイロがあ
る.畜舎の周囲は4ニの運動場になっている.
搾乳牛 1頭の年間平均生産乳量は，約 6，600l
である.
第 3図酪農農場の一例 (G.Pinkney) 
Figure 3. A Dairy Farm 家族1蒋成は世帯主 (53歳)，斐 (54殻)，長
男 (26歳)，長男の妾 (24歳)そして長女 (16
歳〉の 5人から成るが，農業労働に従事するのは世帯主と長男の 2人だけで，妻と長男の委は他に仕
事をもってし、る.搾乳および給餌は午盲有8fl寺'"10時，午後511寺---71寺の 2厄|行ー われ3 日曜日は雇用労
働力に依存し，休むことにしている， 冬季の労働は家畜の世話大三けであり労働n寺問も 1週間に 60t時
間程度であるが， 5月から 11月までは畑作業が加わり 3 ことにトウモロコシやミックストグレ{ンの
播種を行う 5月とアルフアルファを刈り取る 7月3 トウモロコシを収穫する 10月には1週間の労働1寺
間が90時間にも達する.しかし労賃カ二高いので，なるべく家族労イ動でまにあわせ，不足分を機械力に
依存している.主要な機械としてはトラック 3台， トラクタ戸 3台(馬力がそれぞれ110，70， 60の
ものにコンパイン 1台， ノミルクタンクと搾乳施設1式， フイ(ドミキサ~1 台， ベ{ラー 1台，マ
ニュア{スプレッダー 1台， その他プカ1 ノルレチベ一タ一やプラウなどのトラクタ~戸-一一一但叫白“白
これだけでで、約 1ロ2万ドノルレの投資が必要で、ある.
それでは3 このような土地と資本と'汚'働からこの;農場ではどの1翠j支の収益をあげているのであろう
カナ〆，南オンタリオにおける農業経営類型! 25 
台、 1979 {，!三の主要農産物はミルクであり， その販売傾は 9万ドノレで、あった.その他に搾乳牛と仔牛の
売却から 2.3万ドノレ， トウモロコ 、ンから1.2万ドノレを得て，粗収入は 12.5万ドノレで、あった 支出の
l:jコで主要なものとしては飼料の1.575ドル，化学肥料の 6千ド/レ，機械修繕費と労賃がそれぞれ4T
ド、/レで‘ありその他を含めると 4.157::;ドノレとなった. この結果，純収訟は8.35万ドノレであった.
2) l淘牛!Jl!2育成場の例 (Gammie 決;場〉
Pinkney 1.農場ー の四，約 5kmのところに， Grant Gammieが経営する農場がある. この農場は 300
エ(カ{の土地を所有し， 315頭のl均牛をJj巴育している.ネ13.父がこの農場を取得したのが 1900年であ
り，現在の世;市主が経営するようになったのは 1949年のことである. 1951年まで200エーカーの経
営問積で，乳と|二， 肉牛， JI裂を飼育していたが， その後は肉牛肥育に専fi引ヒした. 1954年には東に隣接
していた農地 100..x.~プ)~を購入した. 1957年と 1970年には畜舎を拡大し， 1970年までに延長 56
kmにおよぶ排水管を設憧した. また，かつて;農地を区切っていた柵も 1960年から 1970年までに取
り払った.
土地利用をみると宅地が 5 エ{カー，林地が 25 エ{プ)~，耕地が 270 エ{プ} ，ー であり 3 耕地にはア
ルフアルファ 20 エーカー，大変 45 コニーカー 3 小麦 68 エーカ~， サイレージ用トウモロコシ 137エー
カ{を作付している(第 41玄1). トウモロコ、ンを 3年連作した後，大麦と小麦をそれぞれ1年ずつ作
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Fignre 4. A Cattle Farm 
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付し，再びトウモロコ γを栽培することにしている.肥料として Igl家の既!J巴をすべて使月三iするが~卜分
ではなく， 1エ戸カ戸当りアノレフアノレフ ァは 70kg，大変は 88kg， /J¥変には 132kg， トウモロコシに
は 1901王gの化学肥料を投入することにしている 25)
!殉牛(去年間 300頭程度を肥育することにしている. 10月初旬に 180kgから 330kgの宜主さのへレフ
ォー{ド・滋をアルパ ー ター州、!やオンタリオ州ブ‘ノレ(ス Ylr~から納入し， 6'"-'10カ月肥育して 520kgほどに
してトロントの家慈市場に販売する.4月から 7月のバーベキコーの1年jUJに出向すると{mi告がよい‘7
月末から 8月末までは議舎が空となり， 諮合に労働力をかける必要がな くなり， この Il~î:JtJのトウモロ
コシ，麦類，アルフアルファの収穫に専念することができる
家族構成は57哉の世帯主と 57歳の斐，20 Y誌の長列と 17j)誌の長女かーらjえり， -Ilhlh主をクウェルフ
大学農学部の学生である長男が手伝って農作業を行っている.裂は看護拘}として働いている.小麦 と
大麦の収穫とトウモロコジの収穫に， 8日間請負耕作を依頼するほかは，雇用労働はなく ，すべて家
族労働でまかなっている.1月から 4月までは家畜の世話だけで，午前・811寺からと 午後 51寺ー からそオ1
ぞれ1時間半ほどずつ給餌を行うのが主要な作業である. 5月には術艇が行われ， 6 n ~こ b主薬剤散布
とアルフアノレファの刈り取り， 7月から 9月までは収穫， 10月から 12月までは耕起がさ;}(_，る.主要
な農業機械はトラック 1台p トラクタ ー3台 (105，60， 52馬力)， コ ーンプランタ ~1 台， ヘーパイ
ン1台，ヘーベイラー 1台，マニュアスプレッ夕、一 1台， その他トラクタ ーの付鴎機械で，その佃I1[直
は 8.3万ド、/レになる
粗収入は肉牛の販売により 30万ドル，小麦から1.44万ドノレで，合計 31.44万ドルとなる.他方，
支出の最大のものは牛の購入費で19.4万ドル，次いで飼料践~ l. 2万ドノレ化学肥料が 1Jjドノレで、あ
り，守二の購入費を銀行ーから借り入れているための利子 1.475 ドルとその他農薬費 3 機械修i品~-øqJj， Rj~-負
耕作賃，燃料，税金を加えると 25.36万
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第3図 養豚 ・肉牛肥育農場の一例IJ (D， Ewing) 
Figure 5， _A. Hogs and Cattle Farm 
q2?Om 
/ 
ドノレとなる. これによって Jl又主主は6.08
万ド、ノレとなる.
3) 養豚 ・i会FI二!J巴育農場の・例 (Ewing
農場〉
陶オンタリオ にーは主要な剤)r"jを2つあ
るいはそれ以上もつ農協Lもみられるが，
その中で最も一般的なものは， 養j裂とl丸
牛)j巴育を組み合せるものである.Davicl 
Eiving は 34歳， 1974年に父治1ら100コニ
ーカ{のこの農場よ;;実り受けた.第 51il
に示した部分の外に 70エ戸カーの耕地
を借りている. グウェノレフのゴ七四約20
kmのところにエローラというノj、さな1汀
があるカ入 そこ泊、ら さらにゴヒ区m5kmの
ブJナタ¥南オンタリオにおける操業経営類型 27 
ところにこの農は位置する. 1850年代にsfJ加された農場でそれ以来同一家族がここに住み3 現在の
t!t子ij:主で 5 代 I~I である 2G) 1973 :3'1三にい斎舎を改造して現在養Jj裂を行っており， 1975年と 1979年に
は肉牛)'1=) の苦を~てた. 1970 年に 2基， 1975年に 1 1978年に l基の新型ブル{サイロを導入
し，最も新しいサイ iコはサイレージYF)，他は殺物をj貯蔵している.その外に 1979年にはi百径 18.6m，
さ 5.4mのPlMの京タングがつくられ， n裂の糞尿をためることができるようになった
I~I flヨ地のこと地利用は筑 51;;1に示すとおりであり， 5エーカ(の宅地の外は， 45ユーカ「にア/レファ
ノレフア， 50ニi二一カーにサイレージFJトウモロコシヵさhている.仏二土也?こ』主サイレー ジmトウモロ
コシカ':， 40 エ(メ)~ アルフアノレファが 30コ二{プ]，ー栽培されている.輪作体糸としては，アルファノレ
アァを 6年連fF'した後， トウモロコシを 3:3'1三述作し再びアノレフアノレファを栽培することにしている.
1980年 1月のIW!;き取りによると， 200頭の繁殖j有ult豚と約1，500頭の肥育H家，および300頭の肉牛
がし、た.繁嫡HJu11[: )J家は 144 日ごと (1こ仔!I&(を ~I: み，雌!琢 l 頭当りの生産量は 18 頭である.仔豚は 10 プj
月間Je2育され，約 100kg に成長させて 1:1~lvUする. I淘!:I二は約 2701沼のものを購入し， 8カ月間Jj己育し
て約 520kg vこして出荷する. 1979年には 3，000頭の肉豚と 249頭の肉牛を出荷した
と54Ji訟の永年記YFJ者 1人で，妥は美容師である J(lf人はこの農場内のそ{ビ
ノレハウ λに居住し，主として家畜の世話をしている.所有機械の多くはすで、に述べた 2つの農場の場
合と大差がないが，テラゲータ(とよばれる大型糞尿散布機を所右していることが注目される.これ
?之 1979 年十にこ 10 万 トド、♂、/ルレで‘'¥l昨j日昨昨{昨伊+ドi
{にζ は年!間詰鵠12，30ωO万 fの糞尿がたまり， これは 550エ{プ]，ーの耕地に散布する量に相当する.そこで，
この段j易では化学肥料は全く悦~m されない D. Evingはテラゲータ(を使用し，他の農場の糞尿
も集め，笈尿散布の開業を行っている. 1979年には 30の農場で糞尿散布を行い， 2.7万ドルの収入
を待すこ
この農場の農業粗収入はi茶J!:二と!ほから 50万ドノレ，支出は肉牛の購入費と飼料費がそれぞれ 18.5万
ドノレ，機械器用が 6.575ドノレ，労貨が 1.775ドノレなどが主要なもので，その他のものを含めると 47.5
万ドノレになる.収益はわずか 2.5万ドノレで，糞尿散布の収益の方が多くなる. この農場の経営上の問
は，経営i面積が家畜数に比して狭小であり，飼料の自給率が低いことである.現在の家畜数を
るためには 800エープ)rー の耕地が必要となり，それを耕作するにはさらに 2人の労働力が不可欠
で、ある.現在この段場の経営者が牧討していること&土， I均牛!j巴育を中止し，近年有望視されてきた搾
手LJ羽ヤギの飼育を行うことである.
4) トウモロコシ栽培農場の例 (Shantz農場)，
これまで松討してきた 3つの農場は，家畜生産を最終日的とするものであったが，この農場ーでは飼
料用の実取りトウモロコシが!唯一の農産物である.キッチナ{の市西 15km vこ位置するこの農場の経
営者の StewartShantzは46P訟で¥もともと農家出身であるが， 1956年から 1967年まではキッチ
ナーで農機具販売を行っていた. 1963年に引返する農民から 190_:c_ーカ(の農地を購入し，農機具販
と栄業で投業を始めた. 1967{，三には J~iJ辺の性宅地化によって農地の一部を売却したため，宅地を含
之yゴ二地のiHi積は現在のように 155エーカ{となった.このH寺にyJIjの場所f.こ145ユ{カーの農地を熊入
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1979年の粗収入は675"ドノレ，支出は肥料，都，機械裂t， 農薬など 3.49万ドルで、あり，収益は2.51
万ドルで、ある. トウモロコシの単'栽培の場合 1---3月， 7---9)ヲまでの 6カ月 IHjはほとんどイゴ二事がな
く， 7.長外ij正莱をjiH:つ農民が多い.S. Shanzは農場を売買する不動産業を 3年前から行っており，こ
れに年間約 100EI I'I~IJ従事し， 1 万ド、ノレ程度の収入を得ている.南オンタりオでは;農地の {ïJti格~主高く限
られており，しかも借地も思うようにいかないため，規模拡大は困難である.そこでこの農場の経営
者はすで、にマニトパナトiに農地を購入しており，近い将来そこへ移り;農業の鋭模を拡大する計画をもっ
てし、る.
5) タパコ栽堵農場の例 (Maitz農場)
1978年の統計によると，オンタリオ升|のタパコの生産額は25，316万ド、ノレで、あり，これはカナダ全
体の 94.4%を占めた.この農場はエり{湖岸に近いデノレハイの!日7の東北約 5kmのところに位置する.
この周辺v土砂質土嬢が卓越し，こと嬢評価l習によるとクラス 4から 5の土壌が広がっているが，紙巻き
j有のタバコ生産には過している.経営者のJulius Maitzは1957年にドイツからカナダに移住してき
た.最初jの8年間は，タパコ農場で労働者として働いたが，その後5年間， 1964年から 1968年まで
ト主う子益+1'1"となった. そして 1969{i三3月
に現在経営しているタパコ農場を!前入した.
オンタりオ州においてはタパコの割当制度
(Quota System)があり，生産割当をもた
ない議場はタパコを栽培しても出荷できな
し、ため，技場ととも 当も売買され
る. この農場には現在 85，271ポンドの基
本生産割当がある. 1エ(カ{で約 2，000
ポンドの生産があるので，栽培面積にして
42.6エ{カ{となるが3 年によって基本生
産割当の 80%や 70%といった決定が，生
産者が組織する出荷組合によって行なわれ
心.
J. Maitzは56歳で25歳の長男とこの
農:場を経営している. 1980年3月の聞き取
りによると，経営面積は 155エ{カーです
ペて自作地である. 1979~1三の土地利用をみ
ると，宅地 4 エーカ~林地 34 ユ{カ~，
誹其担 117エーカ{で，そのうちの 30エ{カ
{は小麦， 45ユー プJrー は笑取りトウモロコ
ヶを栽培し 3 タバコの栽培面積は30エ{カ
F であった(第 71頚).小麦とタバコの栽培
口BuildingL 
回 Tobacco
回以f川
1 House 
4 Ba1"n 
02OOm 
図 Cω0ωorn口 巴 W}附州山l弘恰加he阿1児a回
昌 PれN川川川0ω加州州1吋Cd 虜 仙
2 Pack Barn 3 Greel1 HOllse 
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30 人文地理学研究 Y
面積が等しいのは，タバコと小麦を毎年輪作するためで，小麦の代わりにライ麦を稿えることもあ
る. ，農場の施設をみると，タパコ乾燥小屋 (Kiln)，むi室，包装場 (PackBarn)などタパコ生産地域
独特のものがある.乾燥小屋は間口と奥行がそれぞれ 6.6111づっ，さが約 9mのもので，床には
ガスバ{ナ(が設置されている.タバコの栽培荷積5エーカーにつき 1つの乾煉小屋が必嬰とされる
ので，この農:場には 7つある.この農:場の温室は， 1I1高8m長さ 39mの大きさで， 40~50-=1二{カペミ
定植されるる苗を生産する能力をもついる.包装;場で、(ttタバコの選別や包装が行われる.
タバコ栽培は次のような手}@Iで、行われる.まず， 3月中旬に泊箆へ腐蝕土を搬入し， 土壌がj
る.ガラスを取り換えたり，施JEをしたりする.4月1日に淵室に嬬杭されると， 5 n 20 1=頃にはil
の定植が可能になる.5月20日から 24日頃まで，午前仁!コに温室で1誌をlYzr? ， 午後から機械で定楠す
ムる， 1 エ(ブ~ ~ vこ約 7，000木の苗が植えられる. 6月中旬まで、土寄せをしたり，仁i寸卦をしたりする.7 
月下旬に花が咲かないよう<<こ先端をつみ取ると， J協芽が出るので、それを薬で、ll~ り i除く. 8月下旬から
9月初旬には収穫が行われ，同時に乾燥作業が行われる. 9月下旬にはタバコの株を切りたおし，土
地を耕起する. 10月初旬から 12月まではタバコの選別と包装をし， 3)=J-1て匂までにHJ1可される
1979年にはブルーモ(ノレ (BlueMould) と¥"、うタバコの葉の病気で収穫は皆無であったので，予
想収穫量の 80%分に対し 1ポンドにつき 91セントの農作物保険を得たにすぎなかった.そこで1978
年の収支の実誤をみると 3 農業粗収入は 7.76万ドルそのうちタバコからの収入が 95%をi主iめた.支
出は労震が最も多く1.2万ドノレ，その他，肥料，農薬，機械修理などを含めると 2.93Tjドノレとなっ
た.結呆として 1978年には5万ドル足らずの収益であった.なおこの農143のタバコの収穫には最低
8人の臨時労働者が必要であり，ケベックナトiから雇っている.
6) ブドウ栽培農場の例 (Bowen農場)
オンタリオ潟!とエリ{湖にはさまれたナイヤガラ半島の西部にあるセントキャサリンの凶 10kmに
ある Bowen;農場は，ブドウ栽培を行っている.この農場の南の部分を東西にナイヤガラユスカ{プ
メントが走り，農場の耕地の一部はエスカープメントを越えて台地の上まで広がっている.経営者の
Bob Bmvenは46歳でp 妻 (46歳〉と次女 (18蔵)， I司 (78f茂〉といっしょに住んで、いる.
;農場の広さは96.4エーカー，すべて B.Bowenの所有地であるが，そのうち宅地が 1エ{カペ
ブドウ畑が 70 エ{カ~林地が 10 エ{カ，ナイヤガラエスカ{プメントの斜面上の荒地が 15.5 エ
(カ{である(第 81玄1).栽培されているブドウは 10種類あり p し、ずれもブドウ沼周のものである27)
収量は品種によって 1エ{カー当り 2.7トンから 6トンとさまざまであるが，平均すると 1エ{カ{
につき 4.5---5トンである.肥料として化学肥料の外に 1エ{カー当り 9トンの既!jEが使用される.
トロントやキッチナーの家畜取引場から， 1トン 8.3ドノレで買い入れる
この農場は 1936年に現在の経営者の父が買ったもので， 1965 fl三に父が死んでからほのものになり 3
1966年に現在の経営者が譲り受けた.この農場でブドウが最初に植えられたのは 1940年であり， 1960 
年まで、郎農と肉牛の肥育を行っていた.そして飼料のためのトウモロコシ，牧草，奈生物を栽培してい
た. 1960年に開会長を中Llこしたが， 20頭ほどの肉牛J1E育は 1974年まで続けられ，その後ブドウの単一
変った. 1967年から 1974年まで，新たに26.5工ー ブ]，ーの耕地にブドウが植えられた.
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ブドウ;l文j者は 9月と 10月に労{動のピ{グがあ
るものの，年12りを;ilじて労働が比較的均ー であ
る. 11月から 3FJまで、は努定がれわれるが，これ
~こは経1~11;~~・だけが従事し，平均すると 1 1:1 7 Il ~j: nXJ 
で 1:~ 6 EIHJ働 く，4 nから 7月まではブドウの
ツノレのIf[il定作業， !J私羽::nx.り ，校の!日1引 き ， 地Jl~，
薬剤散布のために経常おの労働時IMJは1EI 10 lI ~j: 
rM'Jとなる.4)ヲド|一l旬からのブ、ドウのツノレをワイヤ
{にi却定する作業では 10人の婦人が 3迎間JWHJ
される外， 5rJ初旬からのJ品芽取り， 7月中旬から
のi伎の!日]引きれて業にはそれぞれ 12人の臨時労働
者が われる. 8 月にな る と労働lI~j:n，\'J は少 くな り
1 s50時間程度に減少するが， 収穫を前に段械
の手入れが重要な{I:EJj:となる.9)]と10)'Jは収穫
のために 1El 12 Ij:lj:n.l]労働となるが， 1 :'自 I I~j: )(i:. JFIは
31 
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iすig川 e8. A Grape Farm (1976) 
不Jllで，収穫機を共布している|隣接する決場の経伝'者と，長女， 長女の夫，次女などの家族労働で足
りる，ブドウの収穫機J ランド・レベラ~ポスト・パウンダー(ブト、ウ 畑のクイをぬ き取る ) ，フォ
(クリ フトは共有 でーあり ，fr~li 人 ~fT のものとしては 70 馬力と 40 馬力のトラクター各 1 台 ， カノレチベー
タ ，プラウ，シートドリ ノレ，Ja正月間交:11i機， フロントエンドロ(タ ，ー デスク ，薬剤散布j幾などをも
っている
1979年のブド ウの収穫は約 300トンで，9.575ドルの農業粗収入があった. 支出総計は5.175ドル
て:'， Jl又誌は 3.8 万ド、 ルとなる .支 1:[:\ の うち主要なものとして， 労賃が 2.8 7.7 ドノレ，肥料やワイヤ~
クイ などの資材?をが lん.ドル，その他に農薬，機械の修繕費，燃料， }麗 }l~などがあげられる.ブドウ
からの収入の外に， 2つの農場のプド、 ウ65エーカーの j奴1笠を受け請い 3，600ド、ノレの収入があった.
消防|ま1(こも)1わっているが，これは半ば奉仕活動で，年17，¥i700--.，800ドルを得るにすぎない.
1II-3. 農業経常'の特徴
これまでの炭場の事例から， ンタリオの農業経;立の特徴を まとめてみよう(第 3表).まず，
1者オンタリオーの農業経営は畜産桁!向であることがあげられる.第 2表で示されたi有オンタリオの主要
操業拡i型のうち，高肢に分類されるものは， 1976年には 64.296を占め，さ らに飼料作物栽培を考え
ると畜産に関係している経営は80--.，8596に:達する.1978年のオンタリオリ十!の農産物販売額をみると 3
64.9%が25産物によって，:jめられている.1976 ~I三の農業:センサスによる作付面積をみても約 8096 が
飼料YEJfF:4かである
市オンタリオで、は、家誌を最終決産物とする f役場であっても，飼料作物をできるだけ自給できるよう
に努めている. ]九riJlg j~匙 j4)Jのよ うに家畜:の顕数が多いにもかかわらず，経営耕地面積の狭い場合は3
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第 3表 6つの事例法場の
1Tablc 3. 1'a川1'n孔1J¥1a山nagemelη1t
l 土 j地山 利 j目 i 版
(ニエ巳一カ~) I 
iミックストグレソ 50 牧場 40 I ミノレグ 一一一一
トウモロコジ 40 宅地 15 I 成 λ|二
(サイレージ用) 林地 20 I 制g仔ベニ
経営規模労働力農場
世帯主 (53)
長男 (26)
臨時
男l人年間90日
370エ{カー
(156エーカ{
iT~:j也)
乳牛 60頭
G. Pinkney 
(NOI加 est of) 
Guelph， Ont. 
トウモ 1ココジ 119 
(~足取り)
牧 l~: 86 
トウモ 1ココ 、ン
宅也 苅|
(サイレ ージ用) +1..，. ()r I 林地 25I小麦
小麦 68 
大変 45 
G. G…1 
(NO巾 westof)i 
Guelph. Ont.J I 
D. Ewi時!
(~凶lW剖 of) i
Fergus， 0川 J I 
世帯主 (57)
長男 (20)
300エー カー
肉牛 315頭
? ?
? ?
?
「 ?
?
??
??
?
?
?? ，
?
?
?
??
?
?
?
??
Hま
I~司 λ|ニ
世帯主 (34) I 170エ{カー
(70エ{カー
永年雇用 | 借地)
男 l人 (54) I肉牛 300頭
31尿 200頭
世帯主 (46) i360エー カー
I (60エー カー
臨時 | 借地)
長男 (18) I 
次男 (15)
トウモロコ シトウモロ コシ 330 
S. Shantz 宅地
i 林地
5 
25 
(pet吋 U1'g) 
Ont. 
155エー カー |タパコ 30 I タバコ
!トウモロコシ 45 I 小麦(ライ麦)
|小麦(ライ麦) 30 
l i宅地 4 i 
lJT-J---j-一一 一i 
i?戸6一一|ブドウ商 7叩O iフドI o- ".. 1  (ワインj用官)l宅地
日 10
1荒れ地 15.4 
世帯主 (56)
長男 (25)
臨時
5月 1A
8月 8人
J. Maitz宇
? ???
?
???
?
?
。 ??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
? ?
、 、
????
?
? ?
??
??
?
????? ??
??
B. Bowen 
(ZF1 
飼料のHtij:入が大きな負担と なり，結果として収益が少くなる.逆に Gammie農場では家高頭数の割
には経営耕地面積が広く，飼料購入も少くてすみ，安定した経営が行われている.飼料としてはアル
フアルファの外に，サイレ {ジ用のトウモロコ、ンや実取り，トウモロコシ， ミクストグレ {γなどが栽
培され，地力維持のために輪作が行われている.また!既flEの使用は一般的であり ，大部分の畜産農場
では糞尿の貯蔵施設や散布機をもうている.なかにはスプりン クラ ー形式でタ~1京を耕地に散布する農
場もある.しかし多くの農場では厩Il巴を自給できず，それを購入したり ，多量の化学肥料を使用した
りしている.
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決業経営 (1979i:1三)
of Farms 
収支 (1000ドノレ) 主要 f設業装備
収入支 1:i 収主主 施設 機 械
農外就業
125.0 I 41.5 83.5 機械収納庫 1 トラック 3 ディスク 1 妻(54)
商 合 2 トラクター 3 プラウ 1 身体障害者訓練
サイロ 1 パノレクタンク l カノレチベーター 11-(適2回)
穀物貯蔵庫 l ミノレキング施設 1 マニュアー
フィードミキサ~1 スブレッター 1
ベ{フ- 1 
一一
314.4 I 253. G 60.8 サイロ 4 トラック 1 ベーパイン l 妾(57)
水平サイロ l トラクター 3 ハロー 1 看護婦
穀物貯蔵1tl 2 コーンプランター l カノレチベーター 1
市合 1 ベーラー l プラウ 1 
j段械i民納Jni 1! --?ニ アスフレ 1
ーアー
500.0 I 475.0! 25.0 サイロ 4 :トラック 2 テラゲーター l 世帯主 (34)
; 高 合 3 トラクタ- 2 ディスク 1 糞(収尿入散2布
マニュアータンク 1 プJノレチパッカー 1 カノレチベー タ:，< 1 I (JlYA27，000ノドレ)
i 機減収納庫 1 へイベイント l プラウ 1 妾美容6) 
マニュアーポンプ 1 師i
60.0! 34.9 j 25.1 コーンドライヤ-1 トラック 3 プラウ l 世帯主(46)
穀物貯蔵庫 3 !トラクタ- 2 カノレチベータ -2 不動産業
機械収納庫 2 !，スコンパイン 1 I (収入10，000 
jプランター l ドル)
ディスク l 
7761 293 483 i タパコ乾燥小屋 7 トラック 1 カげベ{タ-1 
i 温室 1 トラクター 2 プラウ 1 
パックパーン 1 タイイグマシーン 1 ディスク 1 
プリミングマシーン 1
プランティングマシーン l
一一
95.0 I 55.8 39.2 藷 舎 1 トラック 2 フロント・エント・
機械収納庫 1 トラクター ローダ- 1 
グレーブハーベスター 1/2 ディスク 2
フォークリフト 1/2 ブラウ 1 
ランドレベラー 1/2 カノレチベータ -1
資料 1980 年 2 月 ~3 月における開き取り 半 1978年の実績 ( )年齢
すでに述べたように 19世紀にみられた伝統的農業はしだし、に専門分化し， 今日では単一の主要農
産物をもっ;農場が多くなった. すでに示した6つの事例のうち豚と肉牛の 2つの主要農産物を持つ
Ewing農場を除くと，すべての農場の主要農産物は lつである. しかも，これらの農場の発展過程
を検討すると，かつてはいくつかの農産物を組み合せていたことが多い.しかもブドウ栽培やタバコ
栽培にみられたように，地域の地理的環境に対応した専門分化が進んで、いるようである.
南オンタリオの大部分の農場は家族経営によるものである.事例農場でも 1{:ょせを除くと，世帯主の
み3 あるいは世帯主と息子が農業労働に従事しy 臨時雇用は極めて少い.経営耕地面積も 150----300.:r:. 
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{カ{で， アノレパ{ター 州、iや-lj-;.入プJチニムワン少1'の平均経営耕地問積がそれぞれ864コニーカーと 939コニ
{カーであることと比較するとはるかに小さい.けれども家族労働のみで役場を経営するためには，
多くの農業側吠が必要である. トラクタ~ 2 ~ 3 r告をはじめカルチベ(タペプラウ，ディスク，プ
ランター， トラック，マニュア ~7，プレッダ{など，所有機械の児積{ïJl i格で 10-----15 万 1，" /レvこ述する島
近年，南オーンタリオでも突13zりトウモロコシやジャカイモなどを， L 000~3， 000 エーカーの規模で栽
培する農:l場が増加しているが， これらの多くも父と
の性格をヲ虫く残している.
よって会毛l紹織で経営されており，家族
事例〕襲;場の粗Jl又入をみると 9.5フヨー ドノレから， 50万ドノレとさまざまであるが， 支出も粕.Jl又入の{1uに対
j芯するように多小があり，結j言JJl又主主は2.5万ド、ノレから 8.4万ド、/レ程j支'で、ある
1 Ani mal 1←lusb乱ndn 2 1;'1 CId Work 3 Olher F;ll"m HelillCcl Acli ¥'it¥， 
Hours 
寸石三
100 
50 
G. Pinkney 
(Dairy) 
G.Gammie 
(Callle) 
D. Ewing S. Sbanl'l. J. Maitz n.!3o日:cn
(Hogs十Calrlc)' (じ()!川 (Tobacco) (Grapc) 
: ~ m ! 品目 ; 
第 9図 6つのIJ:c例農場の労働時間(1979年)
Fj培gure:9. Lal凶〕泊01山1口r‘ 1m甲pnばt0∞1 thc刊 Samplc 1ト寸よ、ミ、a川訂叩11げ川rη.'J11η5. (υ1976) 
iVlolJth 
第 9図むま 6つの事例農場のえ窪営者ーの労働時間を示したものである 家帝政場は年1M]を通じでほぼー
定の家音の世話があり，それに加えて 6)二!と 9月， 10)~ は栴杭や収穫などの農作業があるが， fl:物栽
培者は冬等主にはほとんど仕事ヵ:なくなる.このことが一つの以|去|で， Iおオンタリオの農村ーには兼業が
予想以上(lこ浸透している.1976年のセンサスによると，オンタリオチ1'の全農場の 38%にあたる29，278
の農場の1径営者が決外就業についている.しかもこれらの経営者のうち 44.4%は， 229日以上の法外
就業を行っている.事例農場のなかでも， S“ Shantzは不動産業を営み， G. Pinkney は ~I~J7K Wx :friを
行っている.世帯主の妾の多く ることは少く， JIjのJ[i実業をもっていることが多い G.
Pinkney の妾は身体障害者訪日新!員， G. Gammieの安は看護婦 D.Ewing・の実は美容師である.
IV. 南オンタ 1)オにおける農業桂営類型の分布
IV-1. 農業経営類型の分
これま γタりオーの主要な農業経営の と特徴につし、て1食討してきたが，ここではそれらの
類型の分才ff状態を分析することにしよう.データはすでに説明した 1976年の
た郡ごとの主要農産物によって類型化された農場数をj私、ることにする
センサスに示され
第 10図 bまそれぞれの郡における農産物販売額 2，500ドノレ以上の農場のうち断法農場として分類さ
れたものの百分率の分布を示している‘全体に酪農農場の割合は高いが，オタワあるいはケベックチ1'
し 。
カナダ 3 南オンタリオにおける農業経営類型
節目区! 酪農農場率の分布 (1976年)
園IOver60% 
盤整 50-60%
銘I40-50% 
pl 30-40% 
とコ 20-30%
己]10-20% 
CコBelowlO%
0100km l 
Figurc 10. ])jstribution Pattern of the Pcrcentage of Dairy Farms (1976) 
第 11毘! 肉止|二)j巴育農場率の分布 (1976年)
• Over 60% 
瞳露 50-60%
40-50% 
図 30-40%
巴 20-30%
L":J 10-20% 
仁コ Belo¥¥'10% 
01001¥11 
Figure 1. ])istribution Pattcrn of the Pcrccntage of Cattlc Farms (1976) 
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のモントリオ「ノレの影響を受け‘る東オンタリオにおいて，特にその割合が高い.プレスコット，ラッ
セノレ，ダンダス，グレンガリー，ストノレモントの各1:ilSでは， f時j民農場の割合はそれぞれ72.0%，70.0
%， 69.0%， 67.2%， 67.0%という高率である.次いでブ'J~ールトン 1:\1)泊、ら四にヘイステイング1'nçに至
るまでの地域では， 35'"'"'60% の酪農農場率である.南オンタリオ間部ではï~i0農政場の割合は束オンタ
リオと比較するとかなり低くなるが，オックスブオ{ド、 ~41) とパ{ス~:Hçではそれぞれ 37.5% と 32.3%
とし、った比較的高い割合がみられる.これらの 2つのt:fSの酪農農場率は相対的に抵いが，乳牛頭数と
ミノレク生産量をみると，パ{ス君fSとオ γ クスフオ{ド、若[)がi苓オンタリオで 1位と 2位を占め，この地
域も東オンタリオと並ぶ南オンタリオの酪決の核心であることがわかる.
これらの郡とは逆に南オンタリオ南部のエセックス，ケント，ランプトンの各~:\I)や北部のハリパ{
トン郡で‘は酪農農場率が 0'"'"'3%と極端に少くなる いコント右[5のそれも 7.096にすぎない
l売と|二肥育農場が卓越するのは，南オンタリオ北部であり，ことにハリパ(トン13[)とビクトリア1¥[5で
はそれぞれ81.8% と 62.1% という高い肉牛!JE育農場率がみられる(第 11[~I) .これに次し、で肉牛!JE
育農場率が高いのは，ブノレ{ス郡からグレー，シムコ，ダラハムの各都を経てラナーク ~n)に至る一帯
で，気候条件が南オンタリオでも特にj殺しく，大都市圏から速く隔たっている地域である.また南オ
ンタリオ北西部を除くと，カナダ楯状地が広がる地域でもある.逆に肉牛J巴育農場率の低い地域は南
オンタリオ南部のエリー湖ぞいの各部と東部の酪農が卓越していたところである.
養豚農場率は南オンタリオ西部のワ{タ{ノレ{郡で最も高く 20.2% であり，パ戸ス ~~I)の 19.1% が
これに次ぎ，これらの 2つの郡のまわりに 10-----15%の郡が分布するが， 他では一様に養豚農場率は
低い(第 12図).1978年における生後6カ月以上の豚の頭数の分布をみると 3 パース，ウエリントンJ
ヒユーロン， ミドノレエセックス，オックスフオ{ド， ワータ{ノレ{などの各~?I)に j琢が多く， これは養
豚農場率が高い地域よりも分布範囲が広い.この原因の 1つとして Ewing農場の例のように養豚
は肉牛J巴育と組み合せられることが多いことが考えられる.
養鶏や小麦栽培と分類された農場の数は少いので省I各し，小穀物栽培農場率の分布をみると，南部
のエセックスとケント，ランプトンの 3つの郡でその割合が著しく高く，次いで、ユノレギン君1)とノフォ
ーク郡で高い小穀物栽培農場率がみられる(第 13!翠).小穀物の中で最も重要なものは，実取りトウ
モロコシであって，すでに述べたように， ilt寒性の交配種の普及によって， 1960年代後半から南オン
タリオでの栽培が拡大した. 1960年には45万エ{カーであった栽培面積は， 1970年には 110万エ{
カ~ 1978年には168万エーカ{に達し，生産量は 1978年には 1960年の 5.3倍となった.しかし，
実取りトウモロコシの栽培にとって気候条件は決定的な影響力をもち，第 2図に示した 420F以上の
積算温度が 4，000以上の地域が中核的な栽培地で、あり，積算温度がイ尽くなるにつれて栽培農場と栽培
面積が少くなる，そして積算温度が 3，250以下になると突取りトウモロコシの栽培はほとんどみられ
なくなる.
小穀物以外の畑作物として南オンタリオにおいて重要なものとしては，タバコと大豆，そしてジャ
ガイモがあげられる.タバコの栽培面積が多いのはハルデマンド・ノフオ{ク君1)でオンタリオナトiの50
%がここに集中している.次いで，ユノレジン，プラント，オクッスフオ{ド， ミドノレエセックスの各
。• 
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盟国 Over20% 
臨 15-20% 
~ 10-15% 
5-10% 
仁コ Below5%
01OOk円1
第 12図養j琢i霊場率の分布 (1976年)
Figm・e12. Distribution Pattern of the Percentage of Hogs Farms (1976) 
掴臨 Over40% 
醤麗 30-40%
[lJ 20-30% 
巳 10-20%
仁コ Belol'10% 
01OOkm 
第 13盟小穀物栽培農場率の分布 (1976年)
Figure 13. Distribution Pattern of the Perceぱ age01 Small Grains Farms (1976) 
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圃・ 01'巴r10%
臨書 6-10%
閣 4-6%
亡コ 2-4%
o 1-2% 
仁コ Belol'1%
01OOkm 
第 14図 小穀物以外の畑作物栽培農場の分布 (1976年)
Figure 14. Distobution Pattem of the Percentage of Field Crops other than Small Grains Farms (197G) 
• 
幽IOver 20% 
盤襲 15-20%
囚 10-15%
o 5-10% 
にコ Below5%
01OOkm 
第 15図 果樹 -野菜農場率の分布 (1976勾三)
FigL1Te 15. Distribution Pattern of the Percentage of Fruits and Vegetablcs Farms (1976) 
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~JI)がこれに続く.大豆の栽培はケント，エセックス，ランプトンに集中しており，ジャガイモ栽培は
ダブェリン11やシムごJ1lï~ vこ多くみられる. これらのことから南オンタりオ南部の小穀物以外の畑作物
栽j者決場はタパコ絞培技仁|二Igl~のそれはジャガイモ栽培農場ち指すものと考えられる(第 14 I~I). 
農産物販売制や決場数から ~1~1jI析すると，タパコがよ1作物のに|コでも最も重要なものである.
ところで， j1dオンタリオにおいてHV業的タパコ生産が始まったのはエセックス郡とケント郡におい
てである.この，Tlij1)のエリー湖岸には， 1840年頃までにタパコ栽培地域が形成された， 1850年代か
ら 1910年までアメリカ合衆国のタパコとの競合で，南オンタリオのタパコ生産は減少したが， その
後は一覧してJ川1し続けている.第一次世界大戦後，それまでの i物みタパコやパイプタパコから純巻
タバコヘ略的てが変化し，それに伴う栽培品種の交代から砂質土壌の土;f.越するノフォーク地方にタパコ
生産の立地移動がおこり，現在ではこの地方が市オンタリオのみならずカナ〆のタパコ生産の中心地
となっている， I~~ オンタリオで、はユセックス;fi!)やケント '111)のタパコ生産地域をオーノレドベノレトとよぶ
のに対して， ノフォーク地方を1:コ心としたi也i或はニューベノレトとよんで、いる 28)
主j ・ ~tf菜裁j告段場率は，ナイヤプf ラ仰とトロント ~mで 114 く，それぞれ 52‘ 1% と 23.3% である.
訟の、で¥ヱセックスとベントワース， ヨークの各部でその北日出い(第 15@).全体としてみるとエ
ジ{湖やオンタリオ湖岸に位設し気候条件に忠まれ，さらに大都市に近い地域に野菜や果樹の栽培が
立地して~，ゐ.オンタリオ州、!の果樹生産:の 1:1:1 心であるナイヤガラ半島では，都市化の進展によって良
おιな栄樹 11~1が演されてし、くのが大きな I:::j)むとなっている. 1951年はナイヤガラフルーツベノレトのピー
クであった年で，見ミj言、!の栽培i(ji誌は53，000エ(ブ]，ーであった.その後 1971年までに栽培面穣は19%
者£少した. j:壌条件に比較的規'rliiJされないブドウを除く他の果樹山積は，同じ期間に 31%の減少と
なり， これ十はよ;市「わ行パ俳?
設 j図丞趨i芸などの J決2良2μ1場場率の分布も，果樹・野菜農場率の分布とほぼ一致する〈第 171~1) . 
複数の経営部I'IJを組み合せる農場率の分第 18!羽に示したとおりである. 1976年においてこ
の類型に分類できた農場の数は， 5，165であったが，そのうち 69%は家苔の組み合せ， 3%が作物の
1立み合せ，後りの 2896が家畜と作物の組み合せである.家畜の組み合せ方としては，豚と肉Ljニを飼
育するのが一般的である.複数の経営部門を組み合せる農場率は，ノミ(ス郡とワーターノレー君l~を中心
十こ，グレー ， ヒユーロン，ウェリントン， 夕、、プェリンの各1)な
ヌミ部や北部などではその率は艦めて無い.
VI-2. 農業経営娯型の分布の特徴
ンタリオナ1'西部において
これまで個々に検討してきた農業経営の消類型が組み合さって，農業経営の地域による多岐性が生
じている.そこで、それぞれの加における農業経岱類型の構成比に，土井喜久ーによる修正ウイ(パ{
法を適用し30))農業経蛍9Ji~lt!のおii合型を得た.これらの結合型の分布を示したのが第 18 図であり，
これによると，結合型の安素数と嬰京の認に明確な地域差があることがわかる.すなわち，酪農の
(D)は東部の 5つの1HSでみられ) I均LI=肥育の単一結合型 (C)と肉牛}jさ育に掛農が組み合
せられた結合型 (CD)は，北部と北間部にl五がっている.また郎農に肉牛J日育が従属的に加わった結
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.薗 O¥'cr20% 
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第 16図 施設園芸などの農場率の分布 (1976i:j三)
Figure 16. Distributiol1 Pattern of the Percentage of Micellaneous Specia1ity Farms (1976) 
。
第 17図 譲合経営農場率の分布 (1976:1三)
• Over 12% 
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Figure 17. Distribution Pattern of the Percentage of Mixed Farms (1976) 
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カナ〆，南オンタリオにおける操業経営類型
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第 18図農業経営類型の結合型 (1976年)
]手igurc18. Farm Type Combination (1976) 
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第19函操業経営の結合型に基づく農業地域区分 (1976年)
Figure 19. Agricultl1ral Regions based on thc Farm TYl)C Combination (1976) 
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合lli!(DC)は， へースティン グ1)からオタワ ・カ{ルトンtl")vこ主る 6つのl¥livこみられる.さらに小穀
物栽培の単一結合型 (G) と小穀物栽培に肉牛)J巴育や J則前・野菜栽培が従 Jó't 的に J) \\わったものは市if~i~
に分布する . 絞りの~j"I)では 3 要素から 6 要素までの複雑ーな結合~;Qがみら;h，これらを大まかに分類す
ると，酪農 (D)と肉牛Jr.:育 (C)，設!J家 (p)と小紋物栽培 (G)を主要なお!i合要素とするものと，これ
らの 4 つの要素のし、ずれかと架樹 ・ m}菜栽j者 (F) や施設 I~~I芸など (N) を注目み合せるもの， あるいは
果樹 ・野菜栽培や施設i認~~な どの代りにタパコを中心とした灼lf\':物栽培 (T) が力11 わ ったものに 分け
ることヵ:で-きる
以上のような農業経営奈良型の結合型の地域差に基づいて地域区分をしたのが筑 191又|である.まずJ
-来+iiJ・野菜栽培によって特色づけられる闘芸農業地域は， トロントからナイヤプfラ半島にヨミる都市化
されたいわゆるコ、ールデ、ン ・ホース・ シュ ー (GoldenHorse Shoe) と十まぼ---j没する.その外制Ilは，
南オンタ リオで も最も肥沃な農地が広がり ，家市 ・小殺物地域である.南部は，g，然条件にJl(まれ，小
穀物地域とタバコ地域が展開する.東部や北部では依JLI二Jj巴育と商品肢がJ'iリ立するが，東部のオタワやそ
ントリオ ~/レの影響が強くなるにしたがって， ír~fd廷の重要性が明力n し ていく . JiL!: vこ，大都市i強から隔
たっており ，自然条例:にも};E(まれない北部では肉牛J巴有のウエイトが高くなる.このようにi段!註主栄業-経?
類型の分布をi検検討していくと， i南有オンタリオのt扶主業は， 基本的には!当然 I~I勺基盤によって配也ー されたも
のが都市の影響により再編成されたとみなすことができる.都市化の一)習の進践によってこの傾向は
ますます強くなっていくものと考えられる
v. むすび
南オンタリオはカナダの政治的 ・経済的中心である 農業をとりまく J東j尭条件にも，Cまれ，カナ〆
でも最も多様で活発な農業経営が行われている地j攻、である.この報告の;謀jil'fは多械に)j12UI!J -9-る南オン
タリオー の農業経営のうち主要なものはどのようなものであり， それはどのような判-徴をもっているか
を，事例i技場の観察に基づいて検討することであり ， さらに主要農業経営類型の分布の分析から，南
オンタリ オの農業地域の基木構造を探ることであった
1976年の農業センサスに示された農産物販売額割合に基づく農業経営煩型によると， i持オンタリオ
でj設も多いのは肉牛JjB育農場で，次いで酪農農場と小菜貨物栽培農場が重要であった. さらにオンタリ
オ州、!の農業統計によると，農産物販売額て、は，肉牛， ミルクと泊先製品， Jl荻，タパコ，卵と鶏l丸 トウ
モロコ シ，野菜の1阪であった.さらにカナ夕、全体に J:5iめるオンタリオナト!の各農産物のシユアーの高さ
などから判断して，酪農と肉牛!J巴育， 養豚， 笑取り トウモロ コケ栽培， タ/くコ栽培，県松H支培が重要
なものであることがわかった. そこ で，これらの農業経営の事例を記述 ・分析した
事例法場の検討から以下のことが明らかになった.まず， Î有オンタリオの農業~i吉正政物生長rt指向で‘
あり ，栽培作物の多くも家畜の飼料のために生Pとされていることがあげら;{eる.高iliりを場では飼料の
自給を原則としており ，経営耕地問積に比較して家畜の飼育頭数が多い場合には， 飼料購入賞'が英大
となり，健全な農業経営が妨げられることもある.地力の維持や連作陣容をIVJく、、ためにiIi命作が行われ
たり ，化学肥料 とともに多量のJì2Ë J)巴が位外!されている.多くの決場は~ 1つの決産物生産:に}NII"J化して
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おり I 2つや 3つの;農産物を)販売する農場は，jf~ JJ荻と i均牛Jj~育を組み合せる場合を除いてまれで、ある
また家族経営による農場が多く，政YI:j労働力への依存は全体として少ない.その代りに多くの大型農
業機械が導入されたり ，-'{il)の操作業を委託したり している.経包'規模は 100から 300エーカ{程度
で， JI又誌が 2---8万ド‘/レ程度4である 機械化に伴って農作業が)~!;~tirしたことや，J.農業労働が季節的に
一定でなくバラツキがあることから，農民の兼業が踏んであり， 1976年の農業センサスによると，農
場経営者の 40%近くが決外就業についている.
これまで、述べたような性格を持つ殺業経営'が，どのように南オンタリオに分布しており，その分布
にどのような特徴があるかを， 1976年の農業センサスによる郡ごとの農産物販売額割合に基づく農業
経営類型によって検討した.主要な農業経営型の分布をみると，断農農場の割合は南オンタリオの東
部で高く ，I夫]1:1ニIJ日育農場E容は北部でi言iい.養Jl家農場率の高い地域は南オンタリオ西部であり，小穀物
栽培農場率のi高い地域は南部で、ある.エ リ戸湖岸には小穀物以外の畑作栽培を行う農場の割合が高し
これは砂質土壌地;M~;でのタバコ栽培の集中を反映したものである.釘'菜や果樹の栽培，施設閤芸を行
う農場はトロン トからナイヤガ ラ半島に ~i~ る高度に 都市化されたいわゆるゴ ーノレデ ン ・ ホ 一 三人シュ ー
に多く分布している
最後に3 それぞれの郡における農業経営類型の構成比にこ!こ少!こ喜久ーによる修正ウィ ーバー法を適用
し ，各~~f)の農業経営類型の結合型を決定した.それらの結合型を大まかに分類し， その分類に基づい
て向オンタリオを8つの農業地域に区分した. トロントからナイヤガラ半島に至る都市化地域は園芸
農業地域と一致し，その外1l¥1]の南オンタリオ西部と中部には家藷 ・小穀物地域が，南部では小穀物地
域とタパコ地域が民間する 東部や北部では肉牛肥育と酪農が卓越するが3 大都市聞に近づくにつれ
て酪農が優位となり 3 逆に帥i:れるに従って肉牛肥育のウエイトが高くなる.以上から，南オンタリオ
の農業の地域差は，都市の立地と白然条件の差に大きな影響を受けていることがわかった.
今後の諒!j凶としては，個々の農業経営がどのような地域的条件のもとで発展してきたかを解明する
ことや '1詣オンタリオの農業地域の基本構造ー としてここで取り あげた都市と自然条件の影響をどのよ
うに具体的に評価し説明するか，さらに日本の北i街道や本州との比較研究を通じて， 南オンタリオ農
業がどのような地域性をもっているかを明らかにする ことなどが考えられる.
本稿の作成にあたり J 1979年 7月から 1980{l三7月までの 1~léli，n のグウェノレフ大学地理学教室への留学の間3 公私
ともにお世話くださった P.Ke正ldie博士， ]. Maje博士，~G. Bloomfield 博士をはじめ3 地理学教室の方々と 3 こ
の留学を可能にしてくださったロータリー財団とスポンサークラブの真壁ロ {タリー クラフ¥ ホスト クラブのグウノレ
フ ロータリーグラフYこ深く感謝申し上げたい.また，留学を勧めて下さり 3 日頃から御指導をいただいている筑波
ェ大学の山本正三教授と谷津栄寿教授に厚く御礼申しあげる.また現地調査にあたっては 2 快く長時間の聞き取り調
査に応じてくださった多くの農場の方々 3 調査の協力をしていただいた当時グウェノレフ在住の日本人の方々に感謝の
732を表したい。
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写真 1. 南オンタリオの農村景観
(1980年 7月)
整然、とした1也制の"1コvこ農家が点在
している.土壌の悲し、場所ではかな
り林地が残っている.近年，者1)市住
民の農村居住が増Jljし良好な農地が
誌をされている.
写真 2. フツレース半島の肉牛J巴育
農場 (1980年 6月)
南オンタリオの北部や北西部では
厳しい自然条件と市場から隔たって
いることから 1~~Ljエ肥育が卓越する
カエデやシラカパ，ブナなどの林の
IMlにわずかにみられる農地は非改良
牧野が多い.
写真 3. モントリオーノレ近郊の酪
長農場 (1980年 5月)
I千3オンタリオ東部からケベック州
南部にかけてはs 酪燥が卓越する.
南オンタリオ西部と比較すると 3 小
規模なサイロと畜舎がみられる.
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写真 4， 南オンタリオ凶部の農村
景観 (1980年 5月)
氷河のJ1Ullf物からなるJI・が波状に
続く.巨大なサイロと?i合が農村景
観を特色づけている.手古iJはif;.I:.の
大去の跡地にアノレファノレブァが楠え
ら，:/"lている。
写真 5 Ewing 農場の農業施設
マス (198011ミ7 月)
この農場では 300 頭の 1~~Jll二， 200 
DJ[の繁YiU)l1i!批!ほと 1500DJ(の仔!lg(~，
肥育されている.最大のサイ lコの直
径は 6!l1， j¥21jさは 24111である.左
の手立Íîは~~ぽ出で直径 18.6 !l1， i撃
さ 5，4m のプミきさである
写真 6， Ewing 農場のテラゲータ{
(1980{F. 1月)
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写真? ノフォーク地方のタバコ
栽j詰 (1979:i'!:.8月)
このJ世方のタバコ栽Jfiは 1920:i'!三
代から始まり 3 現在ではプJナグ;最大
の生産地となった.背後には乾燥小
鼠 (kiln)が汲んでいる
写真 8. ナイヤガラ・フノレーツベ
ノレト (1980年 5月)
ナイヤガラ半島オンタリオ湖岸の
低j也では J i~L 梨， プラム， りン
コ¥ブドウなどの果樹栽培が盛んで
ある.梨の11:が満13月である.
写真 9. ホーランド・マーシュの
野菜栽i音 (1980年 5月)
トロントの北の湿地の排水事業が
進み，近郊野菜産地に発展した.レ
タス 3 ニンジン 3 タマネギが主要問t
菜である.オランダからの移民が多
い.写真はセロリの定嫡風景。
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写真 10. トウモロ コ シ ~11lの ~Jn包
(1980~r. s Y1) 
~Jlj出土普通 11 月から 12YJまでに
行われるが， I!jごJV1を失するとj番稲i直
niTO) s月になる. 50~120 X!t:JJ o.コト
ラクタ{が一般に{史j刊されている
写真 1. トウモロコシ ~:Ill のプJ ノレチ
ベー γ ョン (1980:'1三5)9) 
~JI:í包された~:IIH:t_，ディスク JヤブJ ノレ
チベータ-ハローで.-M"ゴニ さ~1.-j均王子
化される
写真 12. サーイレージJTlのトウニモロ
コンの)1又1並 (1979年 10)"J)
)1又位ー のためにトラクターが 2iを?使
JF!さhている. 紺!かくきざま;f1..ナ心ト
ウモロコ γの3ζゃ~W~l，サイロ Uこ lt-j'
えられる.
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The lVIajor Types and Distributon of Farms in Southern Ontario 
Akira TABA Y ASHI 
Southern Ontario is located in the southeast of Canada. 1 t is a peninsular shaped region 
boundecl by Lal臼 Ontarioand Lake Erie to the south， Lake. Huron to t11e east， and the 
Ottavva River to the nort11. Its area is 116，000 km2， and although this comprises on1y 1.3 per 
cent of the total land area of Canada， some 32.5 per cent of the total population is found in 
this region. By ar‘ouncl 1880， the settlement of Southern Ontario had been completed. At 
that time， the majority of farmers in the region were involved in general farming， and there was 
1ittle clisparity of farm operation according to location. However， by the 1900's we can clearly 
observe disparity by location， and by the 1940's when the region unclerwent rapid urbanization， 
this tendency became al1 the more pronounced. At present， Southern Ontario is the region in 
Canada tbat exlubjts the greatest diversity of forms of agriculture. 
Tbe objective of this paper is to u1Vestigate the types of farms in Southern Ontario and 
their principal characteostics through the observation of actual farms. Fur討the町r‘:， through t白he
analys白is0ぱft山]lec1iおstr屯均u此出tじiOIη1of t白l1emη a吋JOぽrt匂ype邸s，1 t η1to eluciclate the funclamental regiona1 
structure of agriculture in Southern Ontario. 
According to Cencus-farms with sales of $ 2，5.00 0]，' more classified by proc1uct type found 
in the 1976 Agr‘icultural Cencus of Canada， the type of farm most numerous in Southern 
Ontario is cattle farms. They al勾efollowec1 by dairy farms and small grains farms. Further， 
according to the Agricultural Statictics for Ontario， 1978， the ranking of agricultural products 
by amount of sales is， from greater to lesser， cattle， clairy proclucts， hogs， tobacco， poultry， corn 
and v昭etables. Thus， 1 have chosen to examine a dairy farrn (Figure 3)， cattle farm (Figure 
4)， hogs ancl cattle farm (Fjgure 5)， corn farm (Figure 6)， tobacco farm (Figure 7)， ~nd grape 
farnl (Figure 8) as sample farms. The following are conclusion based on investigation of 
actual farms. 
Procluction of livestock occupies a central place in the agriculture of Southern Ontario， 
and much of the crop procluction is slated to provic1e feed for the stock. 1n livestock raising 
farms， self-sufficiency of feec1 is a funclamental principle. 1n order not to deplete the land p_nd 
to prevent damage of successive plantings， crop rotation is practicecl， and large amounts of 
both chemical fertilizers anc1 barn manure are utilized. Further， a large number of farms 
specialize in a single agricultural product， ancl it is a rare farm which markets two or thr・ee
products. 1n terms of farm operation， the majority are run on1y by fami1y members with few 
instances of employment of seasonal farm laborers. Scale of operation is relatively' small-
100 to 300 acres -and earning are 20 to 80 thousand clollars a year. As mechanization has 
progressecl and reduced requirement of labor and time， many farmers have acquired side jobs. 
An examination of the distribution of major‘farm types ShOiVS that dairy farms tencl to 
concentrated in the eastern part of Southern Canacla (Figure 10)， cattle farms in the north 
(Figure 11)， hog farms in the ¥ヘrest(Figure 12)， ancl small grains farms in the south (Figure 13). 
Farms which specialize U1長elclcrops other th初日nallgrains most often are found In the 
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coastal regioロofLake Eire (Figure 14). This refieds the concentratioll of tobacco farms in that 
region of sandy soil. Farms "¥vhich speoalize in vegetables ancl fruits growing and horticulture 
are distributed in great number in the so-caled Golclen Horseshoe which is tle higlily urbanized 
area strセtchingfrom Toronto to the Niagara Peninsula (Figure 15 ancl 16). 
Finally， 1 have determined the farm type cOll1bination utilizing John ¥.ヘ1ea ver' s method 
as modi五eclby K. Doi. The percentage of each farn1 type to al farms for each county was 
calculatecl and the appropriate combination ivas cleterminec1. Farm type combinations can 
be divided into horitculture， livestock and small grains combination， tobacco， smal grains， 
clairy and cattle， cattle a凶 dairy(Figure 18). The distrib凶 onilustrates that the clifference 
of farm type by area in Souther Ontario is greatly infiuenced by physical conc1ition and tle 
location of urban area (Figure 19) 
Fro11 1979 to 1980， 1 hacl an opportunity to study at七hcDepartmcnt oJ: Geography， tl1c Unト
versity of Guelph， Ontario as a recipient of a Rotaτy Founda.tion Education孔1A welrd. 1 cxtcnd my 
gratitudc to Prof. Dr. P.D. Kcddie， stafs of the c1epartment， 1¥1r. J.])白l¥cnncdyand the l11e11コers
of GueJph Rotary Club for much kindnes and asistance c1uring the periocl. I am aJso gratefll to 
Prof. D1'. Sh. Yamamoto and Prof. D1・E..Yatsll 101' their advicc with regaTCl tomy st町I in Ca，nada 
1 should Jike to acknowledge the Eotary Foundation 01 Rotary JnternationaJ ancl Nlakabc Rotary 
Club of Ibaraki， ]apan for their iinancial九sSlstance
